
　昴君は今年1月に行われた珠算の検定試験で、未就学児とし
ては道内でも過去数人しか合格していない1級を取得しました。
　祖父・母の勧めで４歳の誕生日から珠算を始め、現在は一
日3時間の練習を毎日続けています。「1級に受かったら開法（平
方根・立方根を求める計算方法）の練習をすることができるので、
早く合格できてうれしい」と新しいことを覚えるのが楽しそう
な様子の昴君。
　4月からは小学校に入学して、保育園の時より早く帰宅でき
ることから、「今までより多くそろばんの練習に時間をかけら
れるのが楽しみ」と話してくれました。
　これからの目標は珠算の最高位である『十段合格』という昴君。
いつもは、にこにこしている昴君も、そろばんに向かうと、その表
情は真剣そのものでした。

　　　　　　　　　　編集　手稲区役所総務企画課広聴係
ホームページ「ていねっていいね」http://www.city.sapporo.jp/teine/

　　             〒006-8612 札幌市手稲区前田1条11丁目
　　 　　             ☎681-2400内線224  FAX681-6639
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▲最高位の十段目指して毎日練習しています

▲難関の１級に合格した昴君
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～｢住んでいてよかった｣と実感できる
　　　　　　　　　"ふるさと手稲"を実現するために…～
～｢住んでいてよかった｣と実感できる
　　　　　　　　　"ふるさと手稲"を実現するために…～

手稲区実施プラン
(ていねっていいねプラン)２００7
手稲区実施プラン
(ていねっていいねプラン)２００7

区の使命と目標

重点課題と主な平成19年度事業重点課題と主な平成19年度事業

「ていねっていいねプラン」の基本的考え方

　手稲の個性が輝き、誰
もが安心してこころ豊か
に暮らせる、質の高いま
ちづくりを進め、区民の
皆さんが「住んでいて良
かった」と実感できる“ふ
るさと手稲”の実現を目
指します。

区の使命

まちづくりの目標

①「人」「情 報」「資 産」
など多種・多様なまちづく
りの資源を有機的に結びつ
け、様々な力を結集・展
開して、にぎわいのあるま
ち“ふるさと手稲”づくり
を進めます。
②「市民参加」「情報の共
有」など自治基本条例の基
本原則に基づき、地域の
皆さんと力を合わせて、「私
たちのまちは私たちが創
る」という区民が主役のま
ちづくりをさらに進めてま
いります。

ともに支えあう
ふるさと手稲づくり

　地域の皆さんが自主
的・主体的にまちづくり
を進めることができる環
境づくりを進めるととも
に、まちづくりに必要な
情報を共有し、一人ひと
りが安心して笑顔で暮ら
せるまちづくりを推進し
ます。

　 手稲の個性を活かしたふるさとづくりと
 市民自治を育む仕組みづくりを推進します。

　常に地域の皆さんの視
点で考え、より効率的で
公正な、分かりやすい行
政サービスの提供を目指
すとともに、市民自治に
よるまちづくりを推進す
る職員の能力向上・育成
に努めます。

　地域の皆さんが常に満足できる行政サービス
を目指すとともに、まちづくりを支える人材の
育成を推進します。

・「市民サービスアップ」の推進と向上
・手稲区公式HP「ていねっていいね」による情報提供
・障がい者を講師とした職員研修の充実

 

主な平成19年度事業

区の使命と目標区の使命と目標
３つの視点

区の運営方針区の運営方針

郷
土
の
視
点

改
革
の
視
点

自
治
の
視
点

質の高い行政
サービスの提供

主な平成19年度事業

重点課題

重点課題

　手稲区では、平成19年度のまちづくりの指針「手稲区実施プラン（ていねっていいねプラン）
２００7」を策定しました。
　このプランは、平成18年度に策定したプランの基本方針や重点課題の考え方を見直し、それぞ
れをより充実させ、また、「市民が主役のまちづくり」を推進するため、地域の自主的な取り組
みへの支援をさらに充実させました。
　こちらでは、「手稲区実施プラン（ていねっていいねプラン）2007」および手稲区内で行われ
る主な事業を紹介します。

・安全・安心な地域づくり推進事業
・「ていねっていいね！区民の集い」への支援
・「まちづくりセンター」を通じた地域まちづくり支援
・地域情報共有によるまちづくり支援
・JR手稲駅自由通路「あいくる」の利用促進事業
・手稲山雪の祭典事業
・地域住民参加による野生生物保全
・地域の子育て支援推進事業
・手稲区スポーツ・レクリエーション祭    　　
・地域の健康づくり推進事業
・子どもの食育推進事業
・地域との連携による雪対策の推進
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と
も
に
支
え
あ
う

　

ふ
る
さ
と
手
稲
づ
く
り

質
の
高
い
行
政

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

事
業
を
行
い
ま
す

●
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く
る
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
願

い
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
情

報
共
有
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
や

関
係
組
織
と
協
働
し
て
防
犯
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
が
取
り
組
む
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
、
子

ど
も
が
犯
罪
に
遭
わ
な
い
能
力
を

育
む
「
地
域
安
全
マッ
プ
づ
く
り
」

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成
19

年
度
は
、
子
ど
も
が
犯
罪
に
遭
遇

し
た
時
の
対
処
方
法
を
学
ぶ
た
め

の
体
験
型
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
「
て
い

ね
っ
て
い
い
ね
！　

区
民
の
集

い
」
の
「
み
ん
な
で
創
ろ
う
犯
罪

の
な
い
ふ
る
さ
と
手
稲
」
宣
言
に

基
づ
く
実
践
的
活
動
と
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
地
域
情
報
を
共
有
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　

既
存
の
統
計
資
料
等
か
ら
得
ら

れ
る
地
域
の
特
性
や
課
題
を
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
情
報
の
共
有
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
課
題
解
決
の
た
め

の
地
域
活
動
等
に
対
し
て
、
積
極

的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

●「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
通
じ
て
地
域
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
な
り
な
が
ら
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
地

域
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
課
題

の
共
有
を
進
め
る
と
と
も
に
、
課

題
解
決
手
法
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
や
団
体
の
連
携
・
連
帯
を
促
進

す
る
た
め
、
地
域
情
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、
情
報
発

信
の
充
実
・
強
化
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

区
役
所
は
庁
内
横
断
的
に
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

●
自
由
通
路
「
あ
い
く
る
」

の
利
用
を
促
進
し
ま
す

　

 

「
憩
い
と
に
ぎ
わ
い
」
の
空
間

環
境
整
備
を
活
か
し
な
が
ら
、
自

由
通
路
「
あ
い
く
る
」
を
区
民
の

芸
術
・
文
化
活
動
等
の
発
表
や
情

報
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
多
目

的
な
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

●「
手
稲
山
雪
の
祭
典
」
を
開

催
し
ま
す

　

区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
手
稲
山

を
舞
台
に
、
雪
と
親
し
む
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
区
民
の
連
帯
意
識

の
醸
成
と
冬
の
生
活
を
楽
し
む
文

化
の
創
造
を
進
め
ま
す
。

●
手
稲
区
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開
催
し

ま
す

　

区
民
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
家
族

や
地
域
の
仲
間
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

●
区
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

区
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
協
働

に
よ
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
健
康
フ
ェ

ア
、
地
域
で
の
運
動
体
験
や
医
療

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●「
食
育
」
を
推
進
し
ま
す

　

子
ど
も
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
子
ど
も
の
食

育
に
携
わ
る
組
織
・
団
体
で
構
成

す
る
「
て
い
ね
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●「
子
育
て
」
を
支
援
し
ま
す

　

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
家
庭
を

対
象
に
、
地
域
の
中
で
楽
し
く
子

育
て
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
家
庭

を
見
守
り
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

関
係
機
関
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
野
生
生
物
を
保
全
す
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す

　

富
丘
西
公
園
の
日
本
ス
ズ
ラ
ン
、

星
置
緑
地
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
稲

穂
ひ
だ
ま
り
公
園
の
カ
タ
ク
リ
な

ど
の
ほ
か
、
四
季
を
通
し
た
植
生

環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

●
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

て
雪
対
策
を
進
め
ま
す

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
除
雪
事
業
者

と
市
が
雪
対
策
に
つ
い
て
の
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
雪
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
滑
り
止
め
用
の
砂
を
入

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
配
布

を
通
じ
て
、
町
内
会
や
学
校
と
協

働
で
行
う
冬
季
間
の
滑
り
止
め
防

止
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
み
ま
す

　

窓
口
接
遇
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
に
見
え
る
形
で
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
庁
内
に
設

置
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
推
進

向
上
委
員
会
」
の
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
経
費
削

減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
・
効
率

化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な

ど
を
進
め
ま
す
。

●
道
路
を
整
備
し
ま
す

･
富
丘
通
は
、
拡
幅
整
備
を
す
る

た
め
、
継
続
し
て
用
地
取
得
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
新
川
に
架
か
る

橋
り
ょ
う
（
仮
称
・
新
川
富
丘
通

橋
）
の
新
設
に
向
け
、
引
き
続
き

用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

･
新
発
寒
通
は
、
拡
幅
整
備
を
す

る
た
め
、
継
続
し
て
用
地
取
得
を

進
め
ま
す
。
今
年
度
か
ら
道
路
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。

･
西
宮
の
沢
・
新
発
寒
通
は
、Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
と
の
立
体
交
差
上
・

下
部
工
事
お
よ
び
地
盤
改
良
・
舗

装
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き

続
き
わ
ら
び
橋
の
架
け
替
え
工
事

を
行
い
ま
す
。

･
鉄
工
団
地
通
は
、
中
の
川
お
よ

び
三
樽
別
川
に
よ
り
分
断
さ
れ
て

い
る
、
稲
積
地
区
・
前
田
地
区
間

を
連
絡
す
る
橋
り
ょ
う
の
新
設
お

よ
び
拡
幅
整
備
を
す
る
た
め
、
継

続
し
て
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

橋
梁
の
下
部
工
事
お
よ
び
一
部
擁

壁
工
事
を
行
い
ま
す
。

･
曲
長
通
は
、
国
道
337
号
と
の
接

続
部
か
ら
460
m
の
区
間
の
拡
幅
工

事
を
行
い
、
全
区
間
の
整
備
が
完

了
し
ま
す
。

･
石
狩
手
稲
線
は
、
交
通
事
故
対

策
と
し
て
交
差
点
の
改
良
を
行
い

ま
す
。

･
樽
川
線
は
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
行
い
ま
す
。

●
河
川
の
整
備
を
行
い
ま
す

　

稲
積
川
で
は
橋
梁
工
事
、
富
丘

川
お
よ
び
新
発
寒
桜
川
で
は
護
岸

工
事
を
行
い
ま
す
。

●
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す

　

山
口
す
い
か
公
園
、
オ
リ
ン
ピ

ア
第
一
公
園
、
山
口
緑
地
、
曙
西

公
園
の
新
規
造
成
・
整
備
を
行
い

ま
す
。

●
住
居
表
示
の
実
施
と
一
部

町
名
整
備
を
行
い
ま
す

　

10
月
か
ら
、
曙
５
条
４
丁
目
、

曙
６
条
３
丁
目
お
よ
び
手
稲
山
口

の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
区
域
を
対
象

に
、
町
の
区
域
の
設
定
お
よ
び
変

更
を
行
い
、
住
居
表
示
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

平成19年度手稲区主要事業紹介 平成19年度手稲区主要事業紹介

　手稲区では、まちづくりの基本である「人」を尊重し、
誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進することにより、
夢と希望あふれる “ふるさと手稲” づくりを目指してまい
ります。
　私たち手稲区役所職員は、区民の信託に応え、基本
を大切にし、責任を持った市政運営を担っていくことは
もちろんのこと、各担当業務の枠を越えてより協力し合
える環境をつくり、区民の皆さまのご理解とご協力を得
ながら、このプランの実現を目指します。
　今後、プランの実践に向けての参考にさせていただ
きますので、「手稲区実施プラン（ていねっていいねプ
ラン）2007」について、下記の担当までご意見をお寄
せください。

担当　市民部総務企画課庶務係
　 681-2400内線212、213　ファクス681-2523

～ご意見を
        お寄せください！～
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と
も
に
支
え
あ
う

　

ふ
る
さ
と
手
稲
づ
く
り

質
の
高
い
行
政

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

　
　

事
業
を
行
い
ま
す

●
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
家
庭
や
地
域
を
つ
く
る
こ

と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
願

い
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
情

報
共
有
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
や

関
係
組
織
と
協
働
し
て
防
犯
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
が
取
り
組
む
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
し
た
、
子

ど
も
が
犯
罪
に
遭
わ
な
い
能
力
を

育
む
「
地
域
安
全
マッ
プ
づ
く
り
」

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
平
成
19

年
度
は
、
子
ど
も
が
犯
罪
に
遭
遇

し
た
時
の
対
処
方
法
を
学
ぶ
た
め

の
体
験
型
学
習
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
「
て
い

ね
っ
て
い
い
ね
！　

区
民
の
集

い
」
の
「
み
ん
な
で
創
ろ
う
犯
罪

の
な
い
ふ
る
さ
と
手
稲
」
宣
言
に

基
づ
く
実
践
的
活
動
と
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

●
地
域
情
報
を
共
有
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

　

既
存
の
統
計
資
料
等
か
ら
得
ら

れ
る
地
域
の
特
性
や
課
題
を
分
か

り
や
す
く
ま
と
め
て
地
域
の
皆
さ

ん
と
情
報
の
共
有
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
課
題
解
決
の
た
め

の
地
域
活
動
等
に
対
し
て
、
積
極

的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

●「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
通
じ
て
地
域
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
な
り
な
が
ら
、

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
地

域
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
課
題

の
共
有
を
進
め
る
と
と
も
に
、
課

題
解
決
手
法
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
や
団
体
の
連
携
・
連
帯
を
促
進

す
る
た
め
、
地
域
情
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、
情
報
発

信
の
充
実
・
強
化
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　

区
役
所
は
庁
内
横
断
的
に
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

●
自
由
通
路
「
あ
い
く
る
」

の
利
用
を
促
進
し
ま
す

　

 

「
憩
い
と
に
ぎ
わ
い
」
の
空
間

環
境
整
備
を
活
か
し
な
が
ら
、
自

由
通
路
「
あ
い
く
る
」
を
区
民
の

芸
術
・
文
化
活
動
等
の
発
表
や
情

報
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
多
目

的
な
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

●「
手
稲
山
雪
の
祭
典
」
を
開

催
し
ま
す

　

区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
手
稲
山

を
舞
台
に
、
雪
と
親
し
む
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
区
民
の
連
帯
意
識

の
醸
成
と
冬
の
生
活
を
楽
し
む
文

化
の
創
造
を
進
め
ま
す
。

●
手
稲
区
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
開
催
し

ま
す

　

区
民
の
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
家
族

や
地
域
の
仲
間
が
ス
ポ
ー
ツ
交
流

を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

●
区
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

区
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
協
働

に
よ
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
健
康
フ
ェ

ア
、
地
域
で
の
運
動
体
験
や
医
療

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●「
食
育
」
を
推
進
し
ま
す

　

子
ど
も
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
子
ど
も
の
食

育
に
携
わ
る
組
織
・
団
体
で
構
成

す
る
「
て
い
ね
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●「
子
育
て
」
を
支
援
し
ま
す

　

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
家
庭
を

対
象
に
、
地
域
の
中
で
楽
し
く
子

育
て
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
家
庭

を
見
守
り
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

関
係
機
関
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
野
生
生
物
を
保
全
す
る
取

り
組
み
を
進
め
ま
す

　

富
丘
西
公
園
の
日
本
ス
ズ
ラ
ン
、

星
置
緑
地
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
稲

穂
ひ
だ
ま
り
公
園
の
カ
タ
ク
リ
な

ど
の
ほ
か
、
四
季
を
通
し
た
植
生

環
境
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

●
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

て
雪
対
策
を
進
め
ま
す

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
除
雪
事
業
者

と
市
が
雪
対
策
に
つ
い
て
の
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
雪
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
滑
り
止
め
用
の
砂
を
入

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
配
布

を
通
じ
て
、
町
内
会
や
学
校
と
協

働
で
行
う
冬
季
間
の
滑
り
止
め
防

止
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取

り
組
み
ま
す

　

窓
口
接
遇
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
に
見
え
る
形
で
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
庁
内
に
設

置
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
推
進

向
上
委
員
会
」
の
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
経
費
削

減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
・
効
率

化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な

ど
を
進
め
ま
す
。

●
道
路
を
整
備
し
ま
す

･
富
丘
通
は
、
拡
幅
整
備
を
す
る

た
め
、
継
続
し
て
用
地
取
得
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
新
川
に
架
か
る

橋
り
ょ
う
（
仮
称
・
新
川
富
丘
通

橋
）
の
新
設
に
向
け
、
引
き
続
き

用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

･
新
発
寒
通
は
、
拡
幅
整
備
を
す

る
た
め
、
継
続
し
て
用
地
取
得
を

進
め
ま
す
。
今
年
度
か
ら
道
路
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。

･
西
宮
の
沢
・
新
発
寒
通
は
、Ｊ

Ｒ
函
館
本
線
と
の
立
体
交
差
上
・

下
部
工
事
お
よ
び
地
盤
改
良
・
舗

装
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き

続
き
わ
ら
び
橋
の
架
け
替
え
工
事

を
行
い
ま
す
。

･
鉄
工
団
地
通
は
、
中
の
川
お
よ

び
三
樽
別
川
に
よ
り
分
断
さ
れ
て

い
る
、
稲
積
地
区
・
前
田
地
区
間

を
連
絡
す
る
橋
り
ょ
う
の
新
設
お

よ
び
拡
幅
整
備
を
す
る
た
め
、
継

続
し
て
用
地
取
得
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

橋
梁
の
下
部
工
事
お
よ
び
一
部
擁

壁
工
事
を
行
い
ま
す
。

･
曲
長
通
は
、
国
道
337
号
と
の
接

続
部
か
ら
460
m
の
区
間
の
拡
幅
工

事
を
行
い
、
全
区
間
の
整
備
が
完

了
し
ま
す
。

･
石
狩
手
稲
線
は
、
交
通
事
故
対

策
と
し
て
交
差
点
の
改
良
を
行
い

ま
す
。

･
樽
川
線
は
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
行
い
ま
す
。

●
河
川
の
整
備
を
行
い
ま
す

　

稲
積
川
で
は
橋
梁
工
事
、
富
丘

川
お
よ
び
新
発
寒
桜
川
で
は
護
岸

工
事
を
行
い
ま
す
。

●
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す

　

山
口
す
い
か
公
園
、
オ
リ
ン
ピ

ア
第
一
公
園
、
山
口
緑
地
、
曙
西

公
園
の
新
規
造
成
・
整
備
を
行
い

ま
す
。

●
住
居
表
示
の
実
施
と
一
部

町
名
整
備
を
行
い
ま
す

　

10
月
か
ら
、
曙
５
条
４
丁
目
、

曙
６
条
３
丁
目
お
よ
び
手
稲
山
口

の
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
区
域
を
対
象

に
、
町
の
区
域
の
設
定
お
よ
び
変

更
を
行
い
、
住
居
表
示
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

平成19年度手稲区主要事業紹介 平成19年度手稲区主要事業紹介

　手稲区では、まちづくりの基本である「人」を尊重し、
誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進することにより、
夢と希望あふれる “ふるさと手稲” づくりを目指してまい
ります。
　私たち手稲区役所職員は、区民の信託に応え、基本
を大切にし、責任を持った市政運営を担っていくことは
もちろんのこと、各担当業務の枠を越えてより協力し合
える環境をつくり、区民の皆さまのご理解とご協力を得
ながら、このプランの実現を目指します。
　今後、プランの実践に向けての参考にさせていただ
きますので、「手稲区実施プラン（ていねっていいねプ
ラン）2007」について、下記の担当までご意見をお寄
せください。

担当　市民部総務企画課庶務係
　 681-2400内線212、213　ファクス681-2523

～ご意見を
        お寄せください！～

広告

2007ー❺ー広報さっぽろ 手稲　�



ご
存
じ

で
す
か
？

こ
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

聞
い
て
み
ま
し
た

１　調査活動
66歳到達直前の方や、66歳以上で転入された方
への訪問調査など

２　地域の見守り活動
ひとり暮らしのお年寄りへの声かけ・見守り・
災害時の安否確認など

３　子育て支援活動
「子育てサロン」の運営や協力、育児やしつけ
の相談、児童虐待予防の啓発など

４　相談・支援活動
こどもからお年寄りまでを対象とした、暮らし・
育児・教育・在宅生活などに関するさまざまな
相談の受け付け

５　情報提供および福祉サービス利用の
ための助言
福祉除雪・介護・悪質商法による被害防止・地
域福祉権利擁護事業・生活福祉資金の貸し付け・
育児に関する情報提供や専門機関への紹介

６　関係機関への協力と調整
町内会・福祉のまち推進センター・介護予防セ
ンター、地域包括支援センターなどと連携した、
地域福祉活動の推進や福祉のまちづくりなど

●
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

手
稲
区
役
所
保
健
福
祉
課
活
動
推
進
担
当

☎
(681)
２
４
０
０　

内
線
327

「
幸
せ
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
百
人
の
親

子
と
知
り
合
い
、
支
え
合
お
う
〜
わ
が
ま

ち
で
」
を
合
言
葉
に
、
手
稲
区
で
は
172
人

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
あ
な
た
の
暮

ら
し
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
は
、
創
設
か
ら
90
周
年
を
迎
え

た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

手稲区の民生委員・
児童委員

民生委員・児童委員の証

①人数　172人
②任期　３年間
　（今期は平成19年11月30日まで）
③１人あたり平均担当世帯数
　約347世帯（19年１月１日現在）
④１人あたり年間の活動日数
　124日（平成17年度）
⑤相談件数　4,552件
　　　　　　　　（平成17年度）
⑥受け付けた相談内容の順位
　第１位　日常生活に関すること
　第２位　子育てに関すること
　第３位　介護など在宅福祉に関す
　　　　　ること

気軽にご相談を・・・

主任児童委員もいます

地域の推薦を受けて、札幌市の民生委員推薦会、社会
福祉審議会で候補者を決め、厚生労働大臣から委嘱さ
れた方が民生委員・児童委員になります。

民生委員は児童委員を兼務し、「高齢者福祉」「児童福
祉」「障がい者福祉」などの相談や調査、情報提供な
どのボランティア活動を行っています。

民生委員・児童委員の中には、地域の子どもたちが
健やかに育つためのお手伝いを専門に行う14人の「主
任児童委員」がいます。
　　　①いじめ・不登校問題の相談
　　　②児童虐待の早期発見・対応
　　　③学校や児童相談所など関係機関との連携
　　　④民生委員・児童委員への協力

《
活
動
内
容
》

〜　

お
元
気
で
す
か
！
の
一
声
で

　
　

心
を
つ
な
ぐ
地
域
の
輪　

〜
活動して良かったこと
地域のお年寄りの方から、感謝のお言葉を
頂くと励みになります。

活動していて苦労していること
子育てのお手伝いは戸惑いなどもありまし
たが、「子どもは地域の宝」と思い、頑張
っています。

委員として心掛けていること
いろいろな事業に参加して、地域の皆さん
とのきずなを大切にすることを心掛けてい
ます。

民生委員・児童委員には、それぞれ身分証・バッジ・
門標が渡され、門標は自宅の玄関に掲示し、身分証・
バッジは常に携帯しています。

この日は子育て支援に関する
打ち合わせをしました▼

ご存じですか？
民生委員・児童委員

●困ったときは
民生委員・児童委員は皆さんのすぐそばにいます。
"誰かに話してみたい"と思ったら、一人で悩まず、気
軽にご相談ください。

●調査へのご協力のお願い
札幌市は民生委員・児童委員に依頼し、66歳到達直前
の方の実態把握訪問をしています。転入された66歳以
上の方へも同様の訪問を行っておりますので、ご協力
をよろしくお願いいたします。

●秘密は守られます
民生委員・児童委員には守秘義務があり、調査内容や
相談内容が他に漏れることはありません。気軽にお声
を掛けてください。

瀬
能　

武
さ
ん

　

せ　
　

の
う　
　
　

た
け
し

（
前
田
地
区
担
当
）

あれこ れ

民生委員・児童委員の委嘱

地域には必ず担当の民生委員・
児童委員がいます 民

生
委
員
・

児
童
委
員

推薦

民生委員・児童委員委嘱までの流れ

市社会福祉審議会

推薦

委嘱

推薦５

６

１

２

地区民生委員・児童委員推薦準備

市民生委員推薦

市長

厚生労働大臣

民生委員・児童委員

活
動
開
始

諮問３
答４ 申

バッジ

身分証

門　標　
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ご
存
じ

で
す
か
？

こ
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

聞
い
て
み
ま
し
た

１　調査活動
66歳到達直前の方や、66歳以上で転入された方
への訪問調査など

２　地域の見守り活動
ひとり暮らしのお年寄りへの声かけ・見守り・
災害時の安否確認など

３　子育て支援活動
「子育てサロン」の運営や協力、育児やしつけ
の相談、児童虐待予防の啓発など

４　相談・支援活動
こどもからお年寄りまでを対象とした、暮らし・
育児・教育・在宅生活などに関するさまざまな
相談の受け付け

５　情報提供および福祉サービス利用の
ための助言
福祉除雪・介護・悪質商法による被害防止・地
域福祉権利擁護事業・生活福祉資金の貸し付け・
育児に関する情報提供や専門機関への紹介

６　関係機関への協力と調整
町内会・福祉のまち推進センター・介護予防セ
ンター、地域包括支援センターなどと連携した、
地域福祉活動の推進や福祉のまちづくりなど

●
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

手
稲
区
役
所
保
健
福
祉
課
活
動
推
進
担
当

☎
(681)
２
４
０
０　

内
線
327

「
幸
せ
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
百
人
の
親

子
と
知
り
合
い
、
支
え
合
お
う
〜
わ
が
ま

ち
で
」
を
合
言
葉
に
、
手
稲
区
で
は
172
人

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
あ
な
た
の
暮

ら
し
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
は
、
創
設
か
ら
90
周
年
を
迎
え

た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

手稲区の民生委員・
児童委員

民生委員・児童委員の証

①人数　172人
②任期　３年間
　（今期は平成19年11月30日まで）
③１人あたり平均担当世帯数
　約347世帯（19年１月１日現在）
④１人あたり年間の活動日数
　124日（平成17年度）
⑤相談件数　4,552件
　　　　　　　　（平成17年度）
⑥受け付けた相談内容の順位
　第１位　日常生活に関すること
　第２位　子育てに関すること
　第３位　介護など在宅福祉に関す
　　　　　ること

気軽にご相談を・・・

主任児童委員もいます

地域の推薦を受けて、札幌市の民生委員推薦会、社会
福祉審議会で候補者を決め、厚生労働大臣から委嘱さ
れた方が民生委員・児童委員になります。

民生委員は児童委員を兼務し、「高齢者福祉」「児童福
祉」「障がい者福祉」などの相談や調査、情報提供な
どのボランティア活動を行っています。

民生委員・児童委員の中には、地域の子どもたちが
健やかに育つためのお手伝いを専門に行う14人の「主
任児童委員」がいます。
　　　①いじめ・不登校問題の相談
　　　②児童虐待の早期発見・対応
　　　③学校や児童相談所など関係機関との連携
　　　④民生委員・児童委員への協力

《
活
動
内
容
》

〜　

お
元
気
で
す
か
！
の
一
声
で

　
　

心
を
つ
な
ぐ
地
域
の
輪　

〜
活動して良かったこと
地域のお年寄りの方から、感謝のお言葉を
頂くと励みになります。

活動していて苦労していること
子育てのお手伝いは戸惑いなどもありまし
たが、「子どもは地域の宝」と思い、頑張
っています。

委員として心掛けていること
いろいろな事業に参加して、地域の皆さん
とのきずなを大切にすることを心掛けてい
ます。

民生委員・児童委員には、それぞれ身分証・バッジ・
門標が渡され、門標は自宅の玄関に掲示し、身分証・
バッジは常に携帯しています。

この日は子育て支援に関する
打ち合わせをしました▼

ご存じですか？
民生委員・児童委員

●困ったときは
民生委員・児童委員は皆さんのすぐそばにいます。
"誰かに話してみたい"と思ったら、一人で悩まず、気
軽にご相談ください。

●調査へのご協力のお願い
札幌市は民生委員・児童委員に依頼し、66歳到達直前
の方の実態把握訪問をしています。転入された66歳以
上の方へも同様の訪問を行っておりますので、ご協力
をよろしくお願いいたします。

●秘密は守られます
民生委員・児童委員には守秘義務があり、調査内容や
相談内容が他に漏れることはありません。気軽にお声
を掛けてください。

瀬
能　

武
さ
ん

　

せ　
　

の
う　
　
　

た
け
し

（
前
田
地
区
担
当
）

あれこ れ

民生委員・児童委員の委嘱

地域には必ず担当の民生委員・
児童委員がいます 民

生
委
員
・

児
童
委
員

推薦

民生委員・児童委員委嘱までの流れ

市社会福祉審議会

推薦

委嘱

推薦５

６

１

２

地区民生委員・児童委員推薦準備

市民生委員推薦

市長

厚生労働大臣

民生委員・児童委員

活
動
開
始

諮問３
答４ 申

バッジ

身分証

門　標　
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曙
図
書
館
か
ら

手稲区長

小山 高史
こ　　や　ま　 た　か し

就 

任 

あ 

い 

さ 

つ

前田1条11丁目　　681－5121
◆第1期区民講座◆
区民センターから区民センターから

実施日

受講料
3,500円

費用 持ち物講座名 時間 定員

20人

20人

20人

昼食、飲み物、
タオル、雨具等、
動きやすい服装、
靴

場所

対   象　区内在住かお勤め先のある15歳以上の方（中高生は除く）。
申   込　5月11日（金）から。午前9時～午後7時に電話で受け付け。先着順（定員になり
次第締め切り）。
受講料納入　5月21日（月)～23日（水）の午前9時～午後7時に、区民センター1階受付窓口     
で納入。
※納入された受講料は、お返しできませんのでご了承ください。　

5月29日㈫
～7月17日㈫
の毎週火曜日

はじめての
中国語（全8回）

演歌体操（全4回）

6月6日㈬
～27日㈬の
毎週水曜日

午後1時30分
～3時

午前10時～
午後12時30分

2階
第1・2会議室

受講料
4,000円 筆記用具

手稲山探勝会
めざせ!手稲山博士
（全4回）

5月31日㈭
～6月21日㈭
の毎週木曜日

午前10時
～正午

手稲山周辺
（市民の森
ほか）※現地
集合・解散

2階
第4会議室

受講料
2,900円

タオル、ジャー
ジなどの動きや
すい服装

星
置
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

か
ら

◆
楽
し
い
お
話
会

　

５
月
12
日
㈯
、19
日
㈯
、26
日
㈯
、

６
月
２
日
㈯
、
９
日
㈯
の
午
後
２

時
30
分
〜
３
時
。

◆
子
ど
も
映
画
会

　

５
月
19
日
㈯
と
６
月
２
日
㈯
の

午
後
３
時
５
分
か
ら
30
分
程
度
。

※
５
月
23
日
㈬
は
、
図
書
整
理
日

の
た
め
休
館
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

曙
図
書
館
（
曙
２
条
１
丁

目
）☎
(685)
４
９
４
６

◆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
＆
ヨ
ガ

日
時　

６
月
４
日
㈪
〜
７
月
30
日

㈪
の
毎
週
月
曜
日
（
全
８
回
）、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
。

対
象　

区
内
在
住
の
15
歳
以
上
の

方
（
中
高
生
は
除
く
）。

定
員　

先
着
30
人
。

受
講
料　

３
千
700
円
。

申
込　

５
月
22
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
、
電
話
で
の
み
受
け

付
け（

受
講
料
は
開
講
時
に
納

入
）。

持
ち
物　

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
動

き
や
す
い
服
装
・
飲
み
物
（
水
分

補
給
用
）。

そ
の
他　

応
募
が
少
な
い
場
合
、

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

星
置
地
区
セ
ン
タ
ー
（
星

置
２
条
３
丁
目
）

☎
(695)
３
２
２
０

　
内
容　

日
本
舞
踊
、
民
謡
等
。

日
時　

６
月
９
日
㈯
午
前
９
時
30

分
開
場
、
午
前
10
時
開
会
、
午
後

４
時
閉
会
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

入
場
料　

600
円
。

※
収
益
金
の
一
部
は
手
稲
区
社
会

福
祉
協
議
会
等
に
寄
付
し
ま
す
。

申
込　

当
日
、
入
場
料
持
参
の
上
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

地
域
振
興
課
地
域
活
動
担

当
☎
(681)
２
４
０
０
内
線
255

◆
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
納
期
は
す
で
に
終
了
し
て
い
ま

す
。
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
、
お

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
は
滞
納
整
理
特
別

強
化
月
間
で
す
。
訪
問
や
電
話
に

よ
る
催
告
を
強
化
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談
日　

５
月
８
日
㈫
〜

10
日
㈭
、
15
日
㈫
、
17
日
㈭
、
22

日
㈫
、
24
日
㈭
、
29
日
㈫
の
午
後

８
時
ま
で
。

休
日
相
談
日　

５
月
13
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
30
分
。

場
所　

区
役
所
２
階
②
番
窓
口

（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
区
役

所
保
険
年
金
課
へ
。

　
　
　

保
険
年
金
課
収
納
係

 

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
394･

395

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

国
保
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

連
携
や
情
報
の
共
有
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

区
民
の
皆
さ
ま
が
「
住
ん
で
い
て
、

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
で
あ
る
「
人
」

を
尊
重
し
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
手
稲
」
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
、

手
稲
区
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
地
域
の
取
り
組
み
と
の

人　口　138,319人　（-192）
世帯数　  53,347世帯（+44）
　　　（　）内は前月比
　　　 4月1日現在

5月11日から6月10日までの区内の情報です

手稲区シンボルマーク

詳
細

詳
細

詳
細

詳
細
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月日

費用

時間

定員

申込

対象

エクセル初級

6月11日(月)～15日(金)［全5回］
午前10時～正午 午後1時30分～3時30分

受講料 4,500円
（教材費を含む）

区内在住の18歳以上の方(学生は除く)。
先着20人

6月1日(金)の午前10時から同センター窓口で受け付け。受講料は申し
込み時納入。複数講座の申し込み可。電話不可。

デジカメの
パソコン処理

先着20人先着20人
受講料 5,000円
（教材費を含む）

受講料 4,500円
（教材費を含む）

午後6時30分～8時30分

ワード初級
とＥメール

◆
ト
リ
プ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

文
書
作
成
と
Ｅ
メ
ー
ル
の
基
本

操
作
、
デ
ジ
カ
メ
撮
影
後
の
パ
ソ

コ
ン
処
理
操
作
、
家
計
簿
や
住
所

録
な
ど
の
作
成
や
表
計
算
な
ど
が

学
べ
ま
す
。

◆
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

ク
ラ
フ
ト
細
工
等
を
通
じ
て
楽
し

く
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
指

し
ま
す
（
全
３
回
）。

日
時　

第
１
回
、
５
月
16
日
㈬
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方（

学
生
を
除
く)

。

定
員　

先
着
30
人
。

参
加
料　

500
円（

３
回
分)

。

申
込　

５
月
11
日
㈮
の
午
前
10
時

か
ら
参
加
料
を
添
え
て
窓
口
ま
で

（
電
話
不
可)

。

そ
の
他　

第
２
・
３
回
の
日
程
詳

細
は
第
１
回
目
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
家
庭
菜
園
教
室

　

家
庭
菜
園
の
基
本
的
な
土
づ
く

り
、
野
菜
づ
く
り
、
肥
培
管
理
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方（

学
生
を
除
く)

。

定
員　

先
着
40
人
。

参
加
料　

500
円
。

申
込　

５
月
14
日
㈪
の
午
前
10
時

か
ら
参
加
料
を
添
え
て
窓
口
ま
で

（
電
話
不
可)

。

そ
の
他　

野
菜
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
と
ふ
れ
あ
い

を
目
的
に
、
屋
内
で
楽
し
い
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
。

会
場　

同
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
。

出
店
対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方（

学
生
を
除
く)

。

出
店
区
画　

先
着
40
区
画（

2.5
メ

ー
ト
ル
×
２
メ
ー
ト
ル)

。

参
加
料　

１
区
画
500
円
。

申
込　

５
月
25
日
㈮
の
午
前
10
時

か
ら
参
加
料
を
添
え
て
窓
口
ま
で

（
電
話
不
可)

。

出
店
要
領　

受
け
付
け
時
に
書
面

案
内
。

　
　
　
　
　
　
　

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
手
稲
本
町
３
条

１
丁
目
）☎
(681)
２
１
３
３ 

◆
子
育
て
講
座
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
」

内
容　

肩
こ
り
・
腰
痛
が
解
消
で

き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
。

日
時　

６
月
20
日
㈬
午
前
10
時
〜

10
時
50
分
。

会
場　

手
稲
区
保
育
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ち
あ
ふ
る
・
て
い

ね
」（
手
稲
本
町
３
条
２
丁
目
）。

対
象　

０
歳
〜
就
学
前
の
子
を
持

つ
保
護
者
。

定
員　

先
着
20
人
。

申
込　

５
月
11
日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
受
け
付
け
。

受
付
時
間　

日
曜
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
。

　
　
　
　
　
　
　

ち
あ
ふ
る
・
て

い
ね
支
援
担
当
係
☎
(681)
３
１
６
２

日
時　

５
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

費
用　

300
円

持
ち
物　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ヒ

ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
。

申
込　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

手
稲
区
民
セ
ン
タ
ー

☎
(681)
５
１
２
１

新
発
寒
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

か
ら

手
稲
区
民

　
　

ダ
ン
ス
の
集
い

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
か
ら

ち
あ
ふ
る
・
て
い
ね

　
　
　
　
　
　

か
ら

　学校の図書館を地域に開放しています。幼児向けの本から一般書（趣味
の本、ベストセラー等）まで幅広い蔵書をそろえ、どなたでも無料で借り
ることができます。
　また、図書館の日常業務や読み聞かせなどを月1回程度お手伝いしていた
だくボランティアも募集しています。お子さま連れの方や高齢者も参加で
きます。詳しくは、お問い合わせください。

学校図書館地域開放校のお知らせ学校図書館地域開放校のお知らせ

詳細　お近くの開放校または教育委員会生涯学習推進課　　211-3872

月･木･金

火･水･金

火･水･金

火･水･金

午前10時～午後2時

学校名(所在地)

手稲北小(手稲山口653)　
☎681-4182　ファクス681-7359
手稲西小(金山3-2)
☎681-2853　ファクス681-7279
新陵小(新発寒6-6)
☎682-8412　ファクス682-8430
前田中央小(前田8-12)
☎681-4811　ファクス681-7403
前田北小(前田10-18)
☎684-0123　ファクス684-3497
富丘小(富丘1-6)
☎683-3791　ファクス683-4974
星置東小(星置2-1)
☎694-7580　ファクス694-0651

曜日

月･水･金

水･金

火･木･金

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時(4～10月)
午後1時～3時30分(11～3月)

時　間

午後1時～3時30分

午後1時～4時

月 午後1時～3時

春
の
一
日
行
政
相
談

子
育
て
支
援
係
か
ら

　
◆
山
菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
収
穫
体

験
教
室
（
新
発
寒
地
域
周
辺
）

日
時　

５
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
。

講
師　

工
藤
森
生
氏
（
山
菜
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

定
員　

先
着
18
人
。

費
用　

無
料
。

申
込　

５
月
12
日
㈯
の
午
前
９
時

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
お
茶
の
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
日
本

茶
の
お
い
し
い
入
れ
方

日
時　

６
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
方

定
員　

先
着
16
人
。

費
用　

受
講
料
900
円
（
お
茶
・
菓

子
付
き
）、
材
料
費
無
料
。

申
込　

６
月
５
日
(火)
の
午
前
９
時

か
ら
受
講
料
を
添
え
て
同
セ
ン
タ

ー
窓
口
で
申
し
込
み
。

　
　
　
　
　
　
　

新
発
寒
地
区
セ

ン
タ
ー
（
新
発
寒
５
条
４
丁
目
）

☎
(684)
５
５
７
１

　

国
や
北
海
道
、
特
殊
法
人
な
ど

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
な
ど
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈪
午
後
１
時
〜

午
後
４
時
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ

ー
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

行
政
相
談
委
員　

尾
川
和
彦
氏
、

荒
井
勝
利
氏
、
町
田
宏
子
氏
。

　
　
　

総
務
企
画
課
広
聴
係

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
224
〜
226

◆
子
育
て
講
座
「
ザ
・
食
育
〜
生

き
る
底
力
を
つ
け
る
た
め
に
」

講
師　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
。

日
時　

５
月
31
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。

会
場　

区
役
所
３
階
Ｃ
会
議
室

（

前
田
１
条
11
丁
目)

。

対
象　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者
。

※
受
講
中
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

定
員　

先
着
20
人
。

受
講
料　

無
料
。

申
込　

５
月
11
日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

◆
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

受
講
者
募
集

　

子
育
て
家
庭
の
現
状
や
、
子
育

て
の
基
本
的
知
識
と
実
技
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
礎
な
ど
を
学

び
ま
す
（
全
３
回
）。

日
時　

６
月
８
日
㈮
、
12
日
㈫
、

14
日
㈭
の
午
前
10
時
〜
正
午
。

会
場　

区
役
所
３
階
Ｃ
会
議
室

（

前
田
１
条
11
丁
目)

、
６
月
14

日
㈭
は
手
稲
前
田
児
童
会
館
（
前

田
２
条
12
丁
目
）。

定
員　

先
着
20
人
。

受
講
料　

無
料
。

申
込　

５
月
18
日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

◆
子
育
て
グ
ル
ー
プ
懇
談
会

「
マ
マ
た
ち
の
し
ゃ
べ
る
ば
」
参

加
者
募
集

　

子
育
て
の
こ
と
や
自
分
の
こ
と

な
ど
子
育
て
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
20
日
㈬
、
22
日
㈮
の

全
２
回
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。

会
場　

あ
け
ぼ
の
児
童
会
館
（
曙

９
条
１
丁
目
）。

対
象　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者
。

※
受
講
中
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

定
員　

先
着
10
人
。

申
込　

５
月
30
日
㈬
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
・
子
ど
も

課
子
育
て
支
援
係　

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
551
〜
555

　

お　
が
わ
か
ず
ひ
こ

ま
ち　
だ　
ひ
ろ　
こ　

あ
ら　
い　
か
つ
と
し

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

詳
細

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

詳
細

　

く　
ど
う
も
り　
お　

対象　市内にお住まいの60歳以上の方。経験者も
申し込み可。ただし、初回者優先。

費用　無料（材料費は実費）。
申込　5月11日(金)～18日(金)に本人が年齢と住所を
証明するものを持って同センターへ直接来館。

　　多数時は5月23日(水)午前10時から抽選を行い
ます。

※受講は6月からとなります。

手稲老人福祉センター
 ●健康・生きがいづくり講座2次募集 ●

時　間講座名 開講日 人数

午前10時～正午 5

4

第1.2.3火曜日皮革工芸

生け花

書道

第1.2.4火曜日

第1.2.3木曜日

午後1時～3時

午前10時～正午 9

4月から開講中の下記の講座で欠員が生じたため、
2次募集を行います。

申込先・詳細　
手稲老人福祉センター(曙2条1丁目）　684-3131

「子どもとの遊び方がわからないなど育児につ
いて悩んでいるけど、相談相手がいない！」、「ど
んな子育てサービスがあるかわからず、サービ
スを利用したことがない！」など子育てに関す
る相談を希望するご家庭へ区役所の保育士が訪
問する事業を試行実施します。無料。詳しくは
お問い合わせください。なお、健康・子ども課では、
各種相談などを随時受け付けております。

対象　　　乳幼児を育てている家庭
　　　　　　　　　　（区内在住の方）
受付期間　５月15日(火)～９月28日(金)。
受付時間　午前９時～午後５時。
訪問日時　月曜～金曜日（祝日除く）、
　　　　　午前10時～午後4時。
その他　　原則１回、1時間以内。

 出前子育て相談
「ピンポ～ン　こんにちは」事業を試行実施します! 

詳細・申込先　　健康・子ども課子育て支援係
専用電話番号　　　691-0874
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月日

費用

時間

定員

申込

対象

エクセル初級

6月11日(月)～15日(金)［全5回］
午前10時～正午 午後1時30分～3時30分

受講料 4,500円
（教材費を含む）

区内在住の18歳以上の方(学生は除く)。
先着20人

6月1日(金)の午前10時から同センター窓口で受け付け。受講料は申し
込み時納入。複数講座の申し込み可。電話不可。

デジカメの
パソコン処理

先着20人先着20人
受講料 5,000円
（教材費を含む）

受講料 4,500円
（教材費を含む）

午後6時30分～8時30分

ワード初級
とＥメール

◆
ト
リ
プ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

文
書
作
成
と
Ｅ
メ
ー
ル
の
基
本

操
作
、
デ
ジ
カ
メ
撮
影
後
の
パ
ソ

コ
ン
処
理
操
作
、
家
計
簿
や
住
所

録
な
ど
の
作
成
や
表
計
算
な
ど
が

学
べ
ま
す
。

◆
健
康
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　

運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

ク
ラ
フ
ト
細
工
等
を
通
じ
て
楽
し

く
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目
指

し
ま
す
（
全
３
回
）。

日
時　

第
１
回
、
５
月
16
日
㈬
午

後
１
時
〜
３
時
30
分
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方（

学
生
を
除
く)

。

定
員　

先
着
30
人
。

参
加
料　

500
円（

３
回
分)

。

申
込　

５
月
11
日
㈮
の
午
前
10
時

か
ら
参
加
料
を
添
え
て
窓
口
ま
で

（
電
話
不
可)

。

そ
の
他　

第
２
・
３
回
の
日
程
詳

細
は
第
１
回
目
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
家
庭
菜
園
教
室

　

家
庭
菜
園
の
基
本
的
な
土
づ
く

り
、
野
菜
づ
く
り
、
肥
培
管
理
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方（

学
生
を
除
く)

。

定
員　

先
着
40
人
。

参
加
料　

500
円
。

申
込　

５
月
14
日
㈪
の
午
前
10
時

か
ら
参
加
料
を
添
え
て
窓
口
ま
で

（
電
話
不
可)

。

そ
の
他　

野
菜
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
ふ
れ
あ
い
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
と
ふ
れ
あ
い

を
目
的
に
、
屋
内
で
楽
し
い
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
。

会
場　

同
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
。

出
店
対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方（

学
生
を
除
く)

。

出
店
区
画　

先
着
40
区
画（

2.5
メ

ー
ト
ル
×
２
メ
ー
ト
ル)

。

参
加
料　

１
区
画
500
円
。

申
込　

５
月
25
日
㈮
の
午
前
10
時

か
ら
参
加
料
を
添
え
て
窓
口
ま
で

（
電
話
不
可)

。

出
店
要
領　

受
け
付
け
時
に
書
面

案
内
。

　
　
　
　
　
　
　

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
手
稲
本
町
３
条

１
丁
目
）☎
(681)
２
１
３
３ 

◆
子
育
て
講
座
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
」

内
容　

肩
こ
り
・
腰
痛
が
解
消
で

き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
。

日
時　

６
月
20
日
㈬
午
前
10
時
〜

10
時
50
分
。

会
場　

手
稲
区
保
育
・
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
「
ち
あ
ふ
る
・
て
い

ね
」（
手
稲
本
町
３
条
２
丁
目
）。

対
象　

０
歳
〜
就
学
前
の
子
を
持

つ
保
護
者
。

定
員　

先
着
20
人
。

申
込　

５
月
11
日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
受
け
付
け
。

受
付
時
間　

日
曜
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
。

　
　
　
　
　
　
　

ち
あ
ふ
る
・
て

い
ね
支
援
担
当
係
☎
(681)
３
１
６
２

日
時　

５
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

費
用　

300
円

持
ち
物　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ヒ

ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
。

申
込　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

手
稲
区
民
セ
ン
タ
ー

☎
(681)
５
１
２
１

新
発
寒
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

か
ら

手
稲
区
民

　
　

ダ
ン
ス
の
集
い

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
か
ら

ち
あ
ふ
る
・
て
い
ね

　
　
　
　
　
　

か
ら

　学校の図書館を地域に開放しています。幼児向けの本から一般書（趣味
の本、ベストセラー等）まで幅広い蔵書をそろえ、どなたでも無料で借り
ることができます。
　また、図書館の日常業務や読み聞かせなどを月1回程度お手伝いしていた
だくボランティアも募集しています。お子さま連れの方や高齢者も参加で
きます。詳しくは、お問い合わせください。

学校図書館地域開放校のお知らせ学校図書館地域開放校のお知らせ

詳細　お近くの開放校または教育委員会生涯学習推進課　　211-3872

月･木･金

火･水･金

火･水･金

火･水･金

午前10時～午後2時

学校名(所在地)

手稲北小(手稲山口653)　
☎681-4182　ファクス681-7359
手稲西小(金山3-2)
☎681-2853　ファクス681-7279
新陵小(新発寒6-6)
☎682-8412　ファクス682-8430
前田中央小(前田8-12)
☎681-4811　ファクス681-7403
前田北小(前田10-18)
☎684-0123　ファクス684-3497
富丘小(富丘1-6)
☎683-3791　ファクス683-4974
星置東小(星置2-1)
☎694-7580　ファクス694-0651

曜日

月･水･金

水･金

火･木･金

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時

午後1時～4時(4～10月)
午後1時～3時30分(11～3月)

時　間

午後1時～3時30分

午後1時～4時

月 午後1時～3時

春
の
一
日
行
政
相
談

子
育
て
支
援
係
か
ら

　
◆
山
菜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
収
穫
体

験
教
室
（
新
発
寒
地
域
周
辺
）

日
時　

５
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
。

講
師　

工
藤
森
生
氏
（
山
菜
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

定
員　

先
着
18
人
。

費
用　

無
料
。

申
込　

５
月
12
日
㈯
の
午
前
９
時

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
お
茶
の
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
日
本

茶
の
お
い
し
い
入
れ
方

日
時　

６
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
方

定
員　

先
着
16
人
。

費
用　

受
講
料
900
円
（
お
茶
・
菓

子
付
き
）、
材
料
費
無
料
。

申
込　

６
月
５
日
(火)
の
午
前
９
時

か
ら
受
講
料
を
添
え
て
同
セ
ン
タ

ー
窓
口
で
申
し
込
み
。

　
　
　
　
　
　
　

新
発
寒
地
区
セ

ン
タ
ー
（
新
発
寒
５
条
４
丁
目
）

☎
(684)
５
５
７
１

　

国
や
北
海
道
、
特
殊
法
人
な
ど

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
な
ど
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈪
午
後
１
時
〜

午
後
４
時
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ

ー
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

行
政
相
談
委
員　

尾
川
和
彦
氏
、

荒
井
勝
利
氏
、
町
田
宏
子
氏
。

　
　
　

総
務
企
画
課
広
聴
係

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
224
〜
226

◆
子
育
て
講
座
「
ザ
・
食
育
〜
生

き
る
底
力
を
つ
け
る
た
め
に
」

講
師　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
。

日
時　

５
月
31
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。

会
場　

区
役
所
３
階
Ｃ
会
議
室

（

前
田
１
条
11
丁
目)

。

対
象　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者
。

※
受
講
中
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

定
員　

先
着
20
人
。

受
講
料　

無
料
。

申
込　

５
月
11
日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

◆
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

受
講
者
募
集

　

子
育
て
家
庭
の
現
状
や
、
子
育

て
の
基
本
的
知
識
と
実
技
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
礎
な
ど
を
学

び
ま
す
（
全
３
回
）。

日
時　

６
月
８
日
㈮
、
12
日
㈫
、

14
日
㈭
の
午
前
10
時
〜
正
午
。

会
場　

区
役
所
３
階
Ｃ
会
議
室

（

前
田
１
条
11
丁
目)

、
６
月
14

日
㈭
は
手
稲
前
田
児
童
会
館
（
前

田
２
条
12
丁
目
）。

定
員　

先
着
20
人
。

受
講
料　

無
料
。

申
込　

５
月
18
日
㈮
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

◆
子
育
て
グ
ル
ー
プ
懇
談
会

「
マ
マ
た
ち
の
し
ゃ
べ
る
ば
」
参

加
者
募
集

　

子
育
て
の
こ
と
や
自
分
の
こ
と

な
ど
子
育
て
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り

し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月
20
日
㈬
、
22
日
㈮
の

全
２
回
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
。

会
場　

あ
け
ぼ
の
児
童
会
館
（
曙

９
条
１
丁
目
）。

対
象　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者
。

※
受
講
中
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

定
員　

先
着
10
人
。

申
込　

５
月
30
日
㈬
の
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

　
　
　
　
　
　
　

健
康
・
子
ど
も

課
子
育
て
支
援
係　

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
551
〜
555

　

お　
が
わ
か
ず
ひ
こ

ま
ち　
だ　
ひ
ろ　
こ　

あ
ら　
い　
か
つ
と
し

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

詳
細

申
込
先
・
詳
細

申
込
先
・
詳
細

詳
細

　

く　
ど
う
も
り　
お　

対象　市内にお住まいの60歳以上の方。経験者も
申し込み可。ただし、初回者優先。

費用　無料（材料費は実費）。
申込　5月11日(金)～18日(金)に本人が年齢と住所を
証明するものを持って同センターへ直接来館。

　　多数時は5月23日(水)午前10時から抽選を行い
ます。

※受講は6月からとなります。

手稲老人福祉センター
 ●健康・生きがいづくり講座2次募集 ●

時　間講座名 開講日 人数

午前10時～正午 5

4

第1.2.3火曜日皮革工芸

生け花

書道

第1.2.4火曜日

第1.2.3木曜日

午後1時～3時

午前10時～正午 9

4月から開講中の下記の講座で欠員が生じたため、
2次募集を行います。

申込先・詳細　
手稲老人福祉センター(曙2条1丁目）　684-3131

「子どもとの遊び方がわからないなど育児につ
いて悩んでいるけど、相談相手がいない！」、「ど
んな子育てサービスがあるかわからず、サービ
スを利用したことがない！」など子育てに関す
る相談を希望するご家庭へ区役所の保育士が訪
問する事業を試行実施します。無料。詳しくは
お問い合わせください。なお、健康・子ども課では、
各種相談などを随時受け付けております。

対象　　　乳幼児を育てている家庭
　　　　　　　　　　（区内在住の方）
受付期間　５月15日(火)～９月28日(金)。
受付時間　午前９時～午後５時。
訪問日時　月曜～金曜日（祝日除く）、
　　　　　午前10時～午後4時。
その他　　原則１回、1時間以内。

 出前子育て相談
「ピンポ～ン　こんにちは」事業を試行実施します! 

詳細・申込先　　健康・子ども課子育て支援係
専用電話番号　　　691-0874
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1回目　 5月30日(水)
2回目　 6月 4日(月)
3回目　 6月11日(月)
4回目　 6月18日(月)
5回目　 6月22日(金)

6回目　6月26日(火)
 7回目　7月 2日(月)
 8回目　7月 9日(月)
 9回目　7月18日(水)
10回目　7月23日(月)

▼内容　公衆衛生、栄養の知識、健康づくりな
どの講話や調理実習など。

▼費用　教材費実費負担 1,155円。
▼会場　手稲保健センター（前田1－11）など。
▼申込　5月11日（金）～18日（金）の午前9時～午

後5時に電話で受け付け｡　

保健センターから保健センターから 前田1条11丁目　 681-1211

地区健康相談のお知らせ ｢食生活改善推進員養成講座｣受講生募集

▼対象　区内にお住まいの方。
　定員　先着25人。
▼期間　5月30日（水）～7月23日（月）。　　　
　　　　　　午前9時15分～午後12時15分

生活習慣病の予防と結核などの早期発見のため、ぜひ受診
しましょう。なお、すこやか健診を受診予定の方は、ご遠慮く
ださい。
▼検査項目と料金
　⑴胸部X線・尿検査・血圧測定・血液検査など（無料）
　⑵心電図検査（医師が必要と認めた方）1,200円
　⑶肝炎ウイルス検診（B、C型）100円～400円
▼対象者
　⑴と⑵は40歳以上の方。⑶は40歳の方もしくは、平成14～18
年度にこの検診の対象者（次の①および②の方）であり受診
機会を逃した方（過去にこの検診を受診した方は対象外）。
①41歳～75歳の方。②過去に肝機能異常を指摘されたことが
ある方、広範な外科的処置を受けたことのある方、または、
妊娠分娩時に多量の出血をしたことのある方で定期的に肝機
能検査を受けていない方。
▼持ち物　住所･年齢を確認できるもの（健康保険証・運転免
許証など）
▼次の方は費用が免除となります
〈1〉①70歳以上の方
　　②65歳以上の老人保健法医療受給者
　確認書類　70歳以上であることが証明できるもの（健康保険
証・運転免許証など）、65～69歳の方は老人保健法医療受給
者証( 道老 または 老 の老人医療費受給者証の方は免除になり
ません)。
〈2〉40歳以上の方で、生活保護を受けている方
　確認書類　生活保護受給証明書
〈3〉40歳以上の方で、市民税非課税の世帯に属する方
　確認書類　市民税課税証明書
　◎なお、65歳以上の方に関しては、下記の方法で、市民税
非課税世帯に属することの確認ができます。
・介護保険料納入通知（介護保険料特別徴収通知書）の保険料
段階が「第1～3段階」まで（平成18年度分から適用）
▼日時・会場

　食生活を通して健康づくりの輪を広げるボランティ
アを養成する講座を開催します。食と健康について
楽しく学び、食生活改善推進員の仲間入りをしませ
んか？

▼対象　生後3カ月～90カ月（7歳6カ月）
　　　未満の子ども
▼日時・会場

▼料金　市内にお住まいで対象年齢内のお子
さんは無料

※当日直接会場へお越しください
◎昭和50年～52年に生まれた方にはご希望に
より有料で追加接種をします。お子さんのポリ
オワクチン服用の際、ご一緒に受けられること
をお勧めします。

ポリオ(小児まひ)ワクチン服用のお知らせ

※当日、直接会場にお越しください。会場が会館の場合は上履き
をご持参ください｡

実施日

5月31日（木）

時間 会場
稲穂会館（稲穂3-5）午前9時～11時

午後1時30分
　　　　～3時 新発寒地区センター（新発寒5-4）

5月29日（火）

月　　日 受付時間 　会　場

5月 7日（月）
5月14日（月）
5月25日（金）午後1時30分

　　　～3時

午前9時30分
　　 ～11時

保健センター
（前田1-11）
※受付は区民センタ
ー2階第1会議室

広告


